
 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋も深まり、朝晩の寒さが身にしみるようになりました。児童生徒は寒さにも負けず、元気な声が毎日

校舎内外に響いています。 

日頃より、本校の進路支援に関してご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

第２号の「ともにあゆむ」では、「高等部現場実習（高１、２）」「中学部仕事・生活体験学習」「同窓 

会の様子」「高等部卒業後の進路」についてお伝えします。 

 

  

 

 

9月５日（木）から、６日間にわたって行われた高等部１・２年生の現場実習（校内・地域実習）が無

事終了しました。今年度は、地域の公共施設や企業、事業所からの資材提供などのご協力をいただき、校

内外 8班に分かれて実施することができました。 

１年生にとっては、１日とおして作業する初めての現場実習で戸惑いもあったかと思いますが、「働く」

ことについて、様々な体験を積むことができたと思います。 

２年生は２回目の実習ということもあり、それぞれが課題をもって臨んだ実習になりました。自分自身

の課題を意識して実習に取り組むことで、卒業後の進路の方向性を見付けることができたと思います。 

今回の「働く」経験をとおして、成果と課題が明確になったと思います。今後の学校生活の中で、良い

ところは更に伸ばし、課題は一つずつ改善できるように過ごしてもらいたいと思います。６日間に及ぶ実

習で疲れている様子も見られましたが、最後までやりきったことの達成感や自信などが表情に表れてい

ました。 

３年生は、それぞれの生徒が卒業後の進路希望先で前提実習を行っています。これまでの学校生活や現

場実習で学んだことを活かして、最後まで力を出し切って頑張ってほしいと思います。 

 保護者の皆様には、生徒の体調管理や昼食の準備など、ご支援とご協力いただき、ありがとうございま

した。今後も学校とご家庭とが連携して、生徒の進路を進めていけるよう変わらぬご協力をよろしくお願

いいたします。 

（文責：高等部 村上豪） 
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令和６年 10 月 18 日（金） 

 

 

 高等部現場実習 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃班 

リサイクル班① 

外注班 

つつじヶ丘霊園 

リサイクル班② 

アップアイランド 

西 13号会館 

ヴィラかいせい 



 

 中学部では、将来の生活を踏まえ、地域社会の中で活動し、社会経験を拡大することや他者との関わり
や活動の経験値を広げること、基本的な作業能力の育成を図ること等を目的として、「仕事・生活体験実

習」を実施しています（昨年度の「職場体験・校内実習」から名称変更しています）。今年度は、９月 11

日（水）から９月 13日（金）までの３日間で実習を行いました。 

校外の実習班は、「あいじえん西帯広」「北海道拓殖バス」「共愛町内会館」「ぽてとハウス」の４カ所、

校内の実習班は、「しいたけ環境班」「紙工班」「ふれあい工房班」「家庭班」「環境整備班」の５班に分か

れて実習を行いました。 

実習では、慣れない環境での活動や、普段の作業学習よりも長い時間の活動で、普段の学習とは違う役

割にそれぞれが取り組み、これまでの学習の成果を発揮したり、これからの課題を見付けたりすることが

できました。    

今後の進学や卒業後の将来につながる経験をすることができた３日間だったと思います。 

この実習を機に、働く意欲を高め、働くことの大切さを意識しながらこれからの学習に取り組んでほし

いと思います。                            （文責：中学部 小田原） 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

あいじえん西帯広  北海道拓殖バス  共愛町内会館  

ぽてとハウス  しいたけ環境班  

紙工班  家庭班  

ふれあい工房班  

環境整備班  

 中学部仕事・生活体験実習 

しいたけ環境班  ぽてとハウス  



 

 

 7月 26日（金）に「同窓会入会式、同窓生のつどい」が行われました。 

 「入会式」では昨年度入会した同窓生が緊張しながらも先輩の前で挨拶をしたり歓迎の言葉を聞いたり

しました。「同窓生のつどい」では、同窓会総会、レクリエーション（同窓生）、茶話会（保護者）を行い

ました。レクリエーションではゲームを楽しみつつ、その間に懐かしい先生方と照れながらも笑顔で近況

を話し合う様子が見られました。茶話会では保護者の方々の近況報告や情報交流を行いました。 

「同窓会」は、卒業生同士の親睦を図ることや卒業後の情報交流を目的としています。同窓会は学校を

卒業してから仲間や先生と会える一つの大切な機会です。在学中から同窓会について知っていただき、卒

業時には入会を検討していただければと思います。             （文責：高等部 上田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校高等部では、３年生になったら希望する進路

先で「前提実習」を行い、卒業後の「日中活動の場」

と「生活の場」を決めて巣立っていきます。卒業生

の過去３年間の福祉サービス別進路状況はグラフ

のようになっています。 

また、時を経て進路変更された方もいますが、卒

業時の進路先は以下の表のとおりです。 

（十勝管内の生活介護、施設入所支援、就労系事業所のみ抜粋 事業所名も略称あり） 

 

生活介護 ・帯広やわらぎ園 ・わいわいハウス りいぶ ・稲田館 ・愛灯学園 

・あっぷれっそ ・ぐらんつ ・デサフィオ ・プエオウイング 

・はるかぜ ・すまいる ・さ～くる ・デイセンターばんせい  

・旭山農志塾 ・旭山学園通所ホーム ・地域サポートセンターえがお 

・笑心。 ・タッチあいあい ・ひまわりの家 

施設入所支援 ・愛灯学園 ・光り園 ・晩成学園 ・中札内のぞみ園 ・みどりの園 

・清水旭山学園 ・第２わかふじ寮 ・屈足わかふじ園  

就労継続支援 B型 ・きらり ・めでる ・フリッパー ・まるしぇ ぶどう ・クローバー  

・１５１枝 ・ｎａｎｍｏ. ・クローバーモア ・ゆうゆう舎 

就労継続支援A型 ・ハーモニーアネックス ・ウェルズ ・かしわ 

 

（文責：高等部 佐々木基） 

 同窓会入会式、同窓生のつどい 

 高等部卒業後はどこへ？ 


